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第89回通常組合会開かれる
　去る7月24日（木）、当職別国保組合の第89回通常組合会が下京区のホテル日航プリンセス京都で開
催され、平成25年度事業報告、同歳入歳出決算を中心に審議され、提出議案すべてが原案通り可決承
認・認定されました。

　　　　　　平成 26 年７月組合会
　　理事長開会あいさつ

理事長　松　田　　　等

○�　本日は、第 89 回組合会を開催させていただいたところ、議員の皆様には何かとお忙しい中、
曲げて御出席賜り厚く御礼を申し上げます。
○�　本年度は、議員さんの改選期に当たっており、各選挙区から 35 名の第 22 期の議員さんの御
推薦をいただきました。
○�　さて、25 年度の実質単年度収支決算につきましては、２億 5,089 万円の赤字となりました。
この決算状況の大きな原因は、収入面では保険料及び国庫補助金の減額、支出面では医療給付
費及び高齢者負担金等の増加です。
　また、国保組合に対する国庫補助は厳しくなるばかりで、25 年度の国庫補助金は前年度と
比べますと、7,700 万円余の減額になりました。中でも、前民主党政権のもと事業仕分けの結果、
補助金の見直しとなった特別調整補助金は、前年度と比べ 9,200 万円余の減額となりました。
○�　この結果、25年度の特別積立金の取り崩しは、合計２億５千万円となりました。平成 23年度、
25年度で４億５千万円の積立金を取り崩したことになります。これ以上の積立金の取り崩しは、
組合の財政破たん、終には解散にも成りかねません。20 年間据え置きとしています保険料の
値上げについて、財政検討委員会を立ち上げ、議論を開始いたしましたので、組合員の皆様に
はご理解をお願いいたします。
○�　現在、５年に１度の所得調査を実施しております。国においては、国保組合の国庫補助額を
適正に算定するための極めて重要な調査と位置付けられておりますので、対象になられた組合
員各位にはご協力をお願いいたします。
○�　こうした状況の中、今後も、我々国保組合を取り巻く環境はますます厳しくなることが予測
されますが、一致結束して、ことに当たっていきたいと考えています。
　議員の皆さんにおかれましては、このあとの議案審議を含め、よろしくお願い申し上げ、開
会に当たっての御挨拶とさせていただきます。

< 新任役員紹介 >
役職名 氏　　　名 所　　　　属

理　　事 田　伏　裕　一 京都府石材業協同組合
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第22期組合会議員選任される

　任期満了に伴う組合会議員改選については、去る第89回の組合会において母体支部より推薦のあり
ました組合会議員について、事務局より報告いたしましたところ、全員の拍手をもって了承されました。

　また、組合会議員の改選に伴い、議長に電気支部の井上議員、副議長に管工事支部の豊嶋議員が就

任されました。

第22期組合会議員名簿
議席 氏　　名 所属支部 議席 氏　　名 所属支部

1 長 田　　 昭 瓦支部 19 足 立 孝 之 技建支部

2 佐 野 弘 明 同　上 20 片 木　　 修 表具支部

3 藤 本　　 正 畳支部 21 新 谷 嘉 啓 石材支部

4 佐 竹 眞 彰 同　上 22 水 野 充 弘 同　上

5 北 山 安 夫 造園支部 23 西 村 大 造 同　上

6 藤 井　　 稔 同　上 � 豊 嶋 一 俊 管工事支部

7 岡 本 耕 藏 同　上 25 萩 原 嘉 樹 同　上

8 寺 石 隆 一 同　上 26 吉 田 昌 弘 同　上

9 久 保 義 信 同　上 27 金 田 俊 彦 同　上

10 宮 井 龍 三 技能支部 28 堀 川 清 忠 同　上

11 小我野　光　博 建具支部 29 八 木 裕 有 建築事協支部

12 本 城　　 均 同　上 30 高 木 善 次 同　上

13 吉 田 順 一 建築支部 31 岩 村 和 男 同　上

⑭ 井 上 義 平 電気支部 32 小 林 範 子 同　上

15 植 村　　 茂 同　上 33 新　　 邦 夫 調査士会支部

16 赤 崎 稔 雄 同　上 34 森 本　　 隆 同　上

17 坂　本　多圭史 同　上 35 竹 上　　 均 同　上

18 益 田　　 進 同　上

◯は議長、□は副議長

（敬称略）




